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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成26年8月7日(2014.8.7)

【公表番号】特表2013-537632(P2013-537632A)
【公表日】平成25年10月3日(2013.10.3)
【年通号数】公開・登録公報2013-054
【出願番号】特願2013-523236(P2013-523236)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  37/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/27    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ  21/27    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  37/00    １０２　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月17日(2014.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非周期的なナノ構造の突起を有するパターン化表面を含む基板；
　；及び
　前記突起間に配置される絹材料
を含む装置であって、
　前記装置を検体に暴露すると、前記装置の分光的特徴が変化を示す、
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記分光的特徴の変化が、
（ａ）前記分光的特徴におけるピークの周波数シフトである；
（ｂ）可視スペクトルにおける変色である；
（ｃ）可視スペクトルにおける分光的特徴の少なくとも一部の周波数シフトである；
（ｄ）前記分光的特徴に適用される相関関数の分散の変化である；または
（ｅ）上記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）の任意の組合せである
装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の装置であって、
　前記相関関数が自己相関関数である、
装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の装置であって、
　前記相関関数が２次元の、正規化された自己相関関数である、
装置。
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【請求項５】
　請求項１に記載の装置であって、
　パターンが決定論的である、
装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の装置であって、
　パターンが、スー・モース数列、ルーディン・シャピロ数列、フィボナッチ数列、素数
数列またはペンローズ・タイルに従って決定される、
装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記突起がナノピラー、粒子、またはその組み合わせである、
装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記各突起の高さが４０ｎｍである、
装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記各突起の半径が１００ｎｍである、
装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の装置であって、
　隣接する突起の中心間の距離が３００ｎｍから４００ｎｍである、
装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記突起がクロムを含む、
装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記絹材料の厚みが１ｎｍから２０ｎｍである、
装置。
【請求項１３】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記絹材料が前記検体と相互作用する因子を含む、
装置。
【請求項１４】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記装置の前記分光的特徴が、１０－１２Ｍから１０－１８Ｍの検体に暴露されると、
変化を示す、
装置。
【請求項１５】
　試料の分析方法であって、
　　パターン化表面であって、非周期的なナノ構造の突起と前記パターン化表面の前記突
起間に配置される絹材料を有するパターン化表面を備える、バイオフォトニックセンサー
ユニットを提供する工程；
　　前記バイオフォトニックセンサーユニットを検体と接触させる工程；
　　前記バイオフォトニックセンサーユニットに光源を照射して信号を生成させる工程、
ここで、前記信号は散光パターンであり；
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　　少なくとも１つの光学的パラメーターに基づいて、前記信号を分析することで、デー
タを得る工程；及び
　　前記データを参照データと比較する工程
を含み、
　ここで、前記データと前記参照データの相違が、前記検体に関する分析情報を提供する
、
方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記分析情報が、
（ａ）検体の存在または不在を示す；
（ｂ）検体の相対量である；
（ｃ）検体の変化である；または
（ｄ）上記（ａ）、（ｂ）および（ｃ）の任意の組合せである
方法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の方法であって、
　１つまたは複数の工程が並行処理を含む、
方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法であって、
　前記並行処理がチップ上で実行され、ここで、前記チップは、複数のバイオフォトニッ
クセンサーユニットを備える、
　方法。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の方法であって、
　前記複数のバイオフォトニックセンサーユニットが前記チップ上にアレイ配置される、
方法。
【請求項２０】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記光源が白色光を含む、
方法。
【請求項２１】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記少なくとも１つの光学的パラメーターが色、周波数、強度分布または角度分布であ
る、
方法。
【請求項２２】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記絹材料がさらに因子を組み込む、
方法。
【請求項２３】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記因子が抗体、抗原、ホルモン、サイトカイン、成長因子または病原体と相互作用す
る、
方法。
【請求項２４】
　請求項１６に記載の方法であって、
　前記検体が抗体、抗原、毒素または感染性因子である、
方法。
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【請求項２５】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記データが前記分光的特徴におけるピークの位置；前記信号の変色；前記信号に相関
関数を適用することによって作成される２次データの分散；前記信号に自己相関関数を適
用することによって作成される２次データの分散；または前記信号に２次元の、正規化さ
れた自己相関関数を適用することによって作成される２次データの分散である、
方法。
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